
 

新品種候補（2005 年 1 月作成）                                                            
北海道農業＞作物＞１２＞１－２－０８４－１  
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
育種事業課題名：あずき新品種候補系統「十育 147 号」の概要 
担当研究室：十勝農業試験場 作物研究部 小豆菜豆科 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
キ－ワ－ド：アズキ、低温抵抗性、落葉病抵抗性、萎凋病抵抗性、倒伏抵抗性 

１．特性一覧表 

系統名：あずき「十育 147 号」                組合せ：十育 137 号／十育 138 号 

特性 長所 1.開花期頃の低温抵抗性が“やや強”である｡  

     2.落葉病､茎疫病(レース 1)､萎凋病抵抗性が“強”である。 

     3.倒伏抵抗性が“強”である。 

     短所 1.開花前の低温により短茎化する場合がある。 

調査場所

栽培地帯区分
２） （Ⅱ-1） （Ⅰ-1）

調査年次 平成14年～16年

　十育 きたの 　ｴﾘﾓ 　ｻﾎﾛ 　十育 きたの 　ｻﾎﾛ 　十育 きたの

系統・品種名 　147号 おとめ 　ｼｮｳｽﾞ 　ｼｮｳｽﾞ 　147号 おとめ 　ｼｮｳｽﾞ 　147号 おとめ

項目 (対照) (対照) (対照) (対照) (対照) (対照)

早晩性 早の晩 中の早 中の早 早 － － － － －

開花期(月日) 7.27 7.28 7.28 7.26 7.28 7.29 7.26 7.30 7.31

成熟期(月日)
１） 9.22 9.28 9.27 9.20 9.26 10.03 9.23 9.21 9.23

倒伏程度(成熟期)
３） 1.4 3.3 3.3 2.0 1.8 2.9 1.5 0.9 1.9

平均 57 70 71 62 56 62 52 49 54

30 54 62 36 22 48 23 30 39

85 88 86 87 78 72 69 67 70

主茎節数(節) 12.2 13.0 13.2 11.7 11.3 12.5 10.7 10.5 10.9

莢数 (莢/株) 49 53 54 51 43 49 47 39 36

44 － 27 14 － － － － －

一莢内粒数 5.86 5.79 5.83 5.00 － － － － －

子実重 367 367 371 331 381 380 341 311 269

子実重対比 100 100 101 90 100 100 90 116 100

子実重 355 382 397 284 326 387 295 241 188

子実重対比 93 100 104 74 84 100 76 128 100

成熟期(月日) 9.29 10.05 10.05 10.01 9.26 10.09 9.24 9.30 10.05

百粒重 16.7 15.5 15.5 15.9 18.2 16.2 17.3 17.9 16.2

品質（検査等級） 3下 3下 3下 3下 3下 4中 4中 4上 4上

注） 1．普及見込み地帯での試験成績、のべ12カ所。成熟期は未成熟で収穫した3試験地を除いた平均値。

2．道産豆類地帯別栽培指針(H6 北海道農政部)による小豆栽培地帯区分。

3．倒伏程度　0：無、0.5：微、1：少、2：中、3：多、4：甚。

4．平成13～15年の3カ年における耐冷性現地圃場莢数の十勝農試生産力検定試験莢数に対する比。

育成地(十勝農試)

平成13年～16年

主茎長(cm)

高温年(H16)

低温年(H15)

耐冷現地対比(%)４）

平均

低温年(H15)

現地試験
１）

(Ⅰ-1、Ⅱ-1）

平成13年～16年

北見農試

採用県と

普及見込

み面積：

北海道 

3,000 ha 

 

 

 

 

 

 

 

項目 子 子 種 種
実 実 皮 皮 落 萎 ウ 低 倒
の の の 歩 葉 レ レ レ 区 凋 ィ 温 伏

系統名 形 大 地 合 病 │ │ │ 分 病 ル
または 状 き 色 ス ス ス ス
品種名 さ 1 3 4 病

十育147号 円筒 中の大 淡赤 高 強 R S S 強 強 弱 やや強 強

きたのおとめ (対照) 円筒 中の小 淡赤 高 強 S S S 弱 強 弱 中 中

ｴﾘﾓｼｮｳｽﾞ (対照) 円筒 中 淡赤 中 弱 S S S 弱 弱 弱 中 やや強

ｻﾎﾛｼｮｳｽﾞ (対照) 円筒 中の大 赤 中 弱 S S S 弱 弱 中 中 強

しゅまり (比較) 円筒 中 淡赤 中 強 R R S かなり強 強 弱 弱 やや強

注）R：抵抗性、S：罹病性。

茎疫病
抵抗性

 

 製品試作試験における総合評価(「十育147号」の対照品種に対する相対評価)

業者名 愛知A社(H14,15産) 東京B社(H13～16産) 東京C社(H15産) 東京D社(H15産) 東京E社(H15産)

製品名 粒アン、甘納豆 小倉アン 粒ｱﾝ,こしｱﾝ 粒アン 粒アン

評価 △、使用可 □～◎ ○～◎ □ ○

注) 対照品種は「きたのおとめ」又は「エリモショウズ｣。評価は×(劣る)～□(同等)～◎(優る)。

 

 

 

 

 

 



 

２．あずき「十育 147 号」の特記すべき特徴 

 「十育 147 号」は落葉病・茎疫病（レース 1）・萎凋病に対して抵抗性である。成熟期は、「エリモショ

ウズ」や「きたのおとめ」より早い“早の晩”である。開花期頃の低温に対する抵抗性は“やや強”で「エ

リモショウズ」より強い。倒伏抵抗性は「サホロショウズ」と同じ“強”で、「エリモショウズ」、「きた

のおとめ」より強い。 
                                                              
 
３．北海道で優良品種に採用しようとする理由 
 早生種栽培地帯（小豆栽培地帯区分 I－1、I－2）では、一部で早生品種の「サホロショウズ｣が栽培され

ているが、大部分では、土壌病害の出ない畑では主に「エリモショウズ｣、落葉病発生が懸念される畑では主

に「きたのおとめ」が栽培されている。これは、「サホロショウズ」の収量性、耐冷性が中生品種の「エリ

モショウズ｣や「きたのおとめ」に比べて劣り、土壌病害抵抗性もないためである。このように、本来早生品

種を栽培すべき地帯で中生品種を栽培していることが、冷害年における小豆の成熟を一層遅らせ、被害を拡

大していると考えられる。このため、特に、早生種栽培地帯がかなりの割合を占める十勝・網走地方で、早

生の耐冷、良質、多収、耐病性品種が強く要望されていた。 

 「十育 147 号」の成熟期は、“早”である「サホロショウズ」よりは遅いが、“中の早”である「エリモ

ショウズ」や「きたのおとめ」より早い“早の晩”である。「きたのおとめ」と同様に落葉病・萎凋病抵抗

性を有し、さらに茎疫病には「寿小豆」と同様レース 1 に対して抵抗性である。また、開花前の低温により

「サホロショウズ｣と同様に短茎化するが、開花期の低温に対する抵抗性は強く、冷害条件下で他の品種が低

収になるような場合でも減収程度は小さい。一方、温暖条件下では収量が中生品種である「きたのおとめ」

「エリモショウズ」と遜色がなく、「サホロショウズ｣の欠点が改善されている。また、加工適性も製アン及

び和菓子業者から「きたのおとめ」「エリモショウズ」と同等以上の評価を得ている。 

 そこで、「十育 147 号」を主に道東の「サホロショウズ」、「きたのおとめ」、及び、「エリモショウズ」

それぞれの一部に置き換えることにより、冷害年における減収程度を軽減することが可能で、北海道の小豆

生産安定性向上に寄与することが期待される。 
 
 
４．普及見込み地帯 
 北海道の道東の早生種栽培地帯（I－1）及び道東の早生・中生種栽培地帯（II－1）、及びこれに準ずる

地帯（下図網掛け部）。 
 
 
５．栽培上の注意 
  １）落葉病、茎疫病(レース 1)、萎凋病に抵抗性を持つが、栽培に当たっては適正な輪作を守る。 

 ２）茎疫病発生圃場では、優占するレースにより多発する場合がある。 

 ３）短茎化した場合、機械収穫を行うと収穫損失が多くなる可能性がある。 

 ４）早生であるが、夏期温暖な条件下では中生品種より成熟期が遅くなる場合がある。 

 

Ⅰ-1(道東)：早生種栽培地帯 Ⅱ-1(道東)：早･中生種栽培地帯

十勝農試 100％ (99％)
-6日　(-5日)

北見農試 100％ (97％)
-7日　(-5日)

Ⅰ-1(道東)  11箇所
　114％ (106％) 
　-5日 (-4日)

Ⅱ-1(道東)  9箇所
　102％ (119％)
　 -4日 (-1日)

Ⅰ-1(道東)：早生種栽培地帯 Ⅱ-1(道東)：早･中生種栽培地帯

十勝農試 100％ (99％)
-6日　(-5日)

北見農試 100％ (97％)
-7日　(-5日)

Ⅰ-1(道東)  11箇所
　114％ (106％) 
　-5日 (-4日)

Ⅱ-1(道東)  9箇所
　102％ (119％)
　 -4日 (-1日)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図 「十育 147 号」の普及見込み地帯における「きたのおとめ」との子実重比と成熟期の差」 

                         注)1.農試及び奨励品種決定調査等の成績による。( )内は「エリモショウズ」との比較。 

              2.地帯区分は「道産豆類地帯別栽培指針」(H6 北海道農政部)による。 

 


